
コミュニティ政策、非営利組織論

・地域住民の意識分析とまちづくり支援方策
・空き家等の活用による生活ニーズに対応したサービス資
源開発と評価

・まちづくりコーディネーターやコミュニティ施設の機能
強化

・企業・行政と地域の協働のまちづくり
・住民主体のまちづくり・空き家空き地活用
・コーディネーター ・コミュニティ施設
・NPO ・中間支援組織 ・企業まちづくり

地域デザイン科学部 准教授 石井大一朗
コミュニティデザイン学科 まちづくり研究室

URL: http://rd.utsunomiya-u.ac.jp/comd/staff/ishii.html
Mail: ish[at]cc.utsunomiya-u.ac.jp

いしい だいいちろう

2018年6月更新

研究概要

（社会活動 特許等取得状況 産学連携・技術移転の対応等）社会貢献等

今後の展望

（特徴と強み等）教育・研究活動の紹介

ここ3年間は、住民の意識調査や地域自治の仕組み、自治会・ボランティア活動に関する論文を報告していま
す。⑴「地域住民自治の展開と中間支援組織−新たな地域づくり人材の養成に向けた中間支援組織の役割−」⑵
「自治会を基盤とした生活支援事業体の創成と経営−持続可能なコミュニティデザインに向けた主体形成に関す
る研究−」⑶「変わるコミュニティ、変わる学校支援ボランティア」などです。直近では、中山間地の住民まち
づくり支援方策を検討するための調査研究として、ある小学校区の13歳以上の住民を対象として行った「住民
の活動欲求の類型化」に関するものがあります。一様ではない地域住民の見えない姿を捉え、住民主体のまちづ
くりを支える制度設計、さらには空き家等の資源活用を促進していくための基礎資料となる調査研究を栃木県、
神奈川県、沖縄県、東日本大震災の被災地などをフィールドとして行っています。

分 野

研究テーマ

キーワード

所属学会等

特 記 事 項

まちづくり研究室の特徴は、“地域に出かけ、地域を知り、地域と共に
考える”をモットーとしています。学生による住民交流の企画・運営を通
したヒアリング調査、地域との関係づくりを大切にしています。
自治体との共同研究（１〜3年）も積極的に進めています。
2016〜17年度：宇都宮市「空き家等活用によるコミュニティ形

成・空間活用事業」
2016〜18年度：さくら市「小さな拠点づくり推進事業」

地域デザイン科学部の学生が、地域の中で、住民や企業、行政と連携したプロジェクトを企画・実施できるよ
う研究室として応援して行きます。そうした実践を通した学びの場づくりに力を入れて行きます。

栃木県内外で、総合計画等の計画策定や、協働のまちづくり、学校と地域の連携、NPO支援に関わる委員を
数多く務めています。また、自治会長、公民館長等を対象とした研修、自治体職員向けの地域自治や協働、また
ファシリテーションに関する研修の講師などをしています。

TEL: 028-689-7172
FAX:なし

学生と住民の交流企画とヒアリング調査

コミュニティ政策学会 日本建築学会 NPO学会

・地域創生推進機構 地域デザインセンター 副センター長（兼務）
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